
営業時間 平日 13:00～18:00
土日祝日

長期休み
10:00～16:00 送迎の有無 有り（希望される方）

法人理念

支援方針

地域支援・地域連携

（地域交流・園外活動）

□相談支援事業所及び障がい福祉サービス事業所との支援の連携

□関係機関との情報共有

□医療機関（協力医）との連携

□基幹支援センターや他事業との連携、情報共有

□防災を含めた地域住民や関係機関との連携、避難場所への避難訓練

□ボランティアや職場体験などの受け入れ

主な行事等

□季節に合わせた工作や体験（例：春はひな祭り、秋はハロウィン）

□季節の歌への親しみ

□季節の食事の親しみ（例：夏はかき氷、お彼岸の時期には牡丹餅）

□長期休み期間を利用した課外活動（水族館、博物館、じゃぶじゃぶ池など）

□同法人内他教室も交えた交流の機会(2024年8月にはドッジボール大会を実施）

作成日：2024年12月1日

移行支援

□ショートステイ事業所との連携における自立訓練（食事、入浴、身支度を含む）

□相談支援事業所を含む各種関係機関との連携

□移行先への情報提供

□将来を見据えた支援内容の設定

□インクルージョンの推進

家族支援

□子育ての困りごとについての相談援助

□子どもの発達状況や特性の理解に向けた相談援助

□兄弟姉妹への相談援助

□保護者交流会の計画、企画（今後実施を検討中）

□ショートステイ事業を活用したレスパイトケア

職員の質の向上

□社内研修による知識の向上、サービスや法改正に伴う情報更新

□社会福祉協議会による研修、専門研修への派遣

□虐待防止などの内部研修

□新任職員への小人数研修やミーティング

項目 小学校１年生～３年生 小学校４年生～６年生 中学生～高校生

本

人

支

援

健康

生活

□心身の健康状態の把握

・日常の健康観察、毎日の体温測定、保護者、関係機関との連携

□健康の増進（体操・ストレッチ・ダンス・集団での運動プログラムなど）

□基本的生活スキルの獲得（食事・衣類の着脱・排泄・整理整頓の支援など）

□自立支援と日常生活の充実のための活動

□食に対する興味関心（偏食への対応、季節行事・食具の使い方の支援）

運動

感覚

□運動動作の向上（サーキット・体幹トレーニング・トランポリン・ジャンプなど）

□身体移動能力の向上（椅子取りゲーム・ドッジボール・ハンカチ落としなど）

□感覚を活用した遊びの提供（公園遊び・リズム体操・ダンス・ぐーぱー体操など）

□感覚の特性（感覚過敏がある児童への配慮など）

□微細運動への取り組み（工作・ハサミ・糊の使用の練習・ちぎり絵など）

□着席の練習や姿勢の保持支援

認知

行動

□感覚や認知の活用（パズル・知育玩具・粘土・スライム・バランス遊びなど）

□ビジョントレーニングの活動（行動模倣、かるた取り）

□概念の形成

（ブロック遊び・ボール転がし・具体的な指示・時間に関する認知の形成、活動内容の提示）

□空間把握に関する認知の形成（ブロック遊び・ビー玉転がしなど）

□数量、大小、色などの習得（知育玩具でのマッチング、大小仲間分け、色形・教材・学習プリントなど）

□認知の偏りへの対応（環境設定・適切な行動の形成・認知の偏りへの配慮など）

□ABAの活用（適切な行動、代替行動の獲得・ルール遊び・保護者との共通理解）

言語

コミュニケーション

□言語による表現の促し（個別対応、気持ちの代弁）

□非言語コミュニケーション（身振り、指差し、クレーンなど）

□対人コミュニケーション、社会性の向上（異年齢療育・集団遊び・SST）

□読み書き向上のための支援（教材やプリントなど取り組み）

□言語への親しみ（紙芝居や絵本の読み聞かせ）

□言語面に特性のある児童への配慮（コミュニケーションの手段の配慮、絵カードの活用）

人間関係

社会性

□アタッチメントの形成（手遊びなど）

□遊びの家庭の補助（一人遊び→傍観遊び→平行遊び→連合遊び→共同遊びの変化への対応）

□自己理解と感情のコントロールのための支援（絵本・共感の練習・気持ちの認識・アンガーマネジメントの活用）

□集団参加への支援（課外活動・公園遊び・図書館への外出・ルールのある遊び）

ファーストシーンドリーム新堀　支援プログラム

夢に向かって社会に羽ばたける子を育む

お子様の笑顔と社会性の向上を支援します

安心できる療育・環境・空間を提供します

ご家族との信頼関係を大切にします

支援内容

対象児 Ⅰ Ⅱ Ⅲ


